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地域

化学及血清療法研究所（化血研）が活動している熊本県熊本市は、九州の中央に位置し、東に阿

蘇、西に有明海を臨み、水と緑に恵まれた地域です。特に豊かな地下水は、熊本地域※の水道水

源をほぼ１００％まかなっており、生活の基盤となっています。

※熊本地域 ：熊本市とその周辺市町村の人口約100万人が暮らす地域
経緯

化血研は、戦前、熊本医科大学に設置されていた実験医学研究所を母体として設立しました。現

在では、ワクチン、抗血清等の製造・供給をはじめバイオテクノロジー分野の研究・開発を行ってい

ます。医薬品の製造には大量の水を必要とすることから、水資源の確保に責任ある立場として、地

下水涵養事業など様々な取組を展開しています。また、新入職員への環境教育を充実させ、環境

事故防止にも努めています。

・平成 ８年 「化血研の森林」植樹開始

・平成１３年 ISO１４００１認証取得

・平成１７年 水田湛水事業開始

功績内容

○水源涵養の目的で、熊本県東部の山都町国有林に約１９，０００本のケヤキやブナなど広葉樹の
植林を実施し、その効果は貯水量４，３３９ｍ3/年、CO2吸収量２４トン/年に相当すると試算されてい
ます。

○水田から転用されている畑に、作物を植え付ける前の約３ヶ月間、農業用水を湛水（水を溜める
こと）し、熊本地域の地下水涵養に貢献しています。

化血研の環境方針

職員への現場環境教育

環境経営を学ぶ
大学生の訪問

清掃活動

【植林】「化血研の森林」づくり

湛水中の水田

かけつけん

かけつけん も り


